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１．概要（Summary）： 

 本研究の目的は MEMS とメタマテリアルを融合し

たデバイスによって発光現象を制御することである。

メタマテリアルとは、金属の微細構造から構成される

人工構造体であり、自然界にはない特異な光学応答を

実現できるため、大きな注目を浴びている。このメタ

マテリアルにより発光を制御し、さらに MEMS 技術

と組み合わせることで、動的な波高制御を実現するこ

とができ、微小光源の多機能が期待できる。 

本年度は、具体的なメタマテリアル構造の設計と、

作製、及び評価を行った。発光を制御するためには、

高い Q 値をもつ共鳴を実現する必要があるため、数値

計算によりメタマテリアル構造の設計を行った。設計

した構造は数百ナノメートルスケールの二つのバー

から構成されるメタマテリアルであり、二つのバーの

長さをわずかに変えることで、高い Q 値をもった共鳴

を実現することができる。デバイスの作製は、電子線

描画によるパターニングと、リフトオフ法を用いて行

った。作製したデバイスは光学測定を行うことによっ

て評価した。 

 

２．実験（Experimental）： 

 光学領域のメタマテリアルはナノメートルスケー

ルの超微細な構造であるため、EB 描画装置を用いる

必要がある。まず、レジストを塗布した基板に、エリ

オニクスEB描画装置を用いてナノメートルスケール

の微細なパターンをパターニングした。それを現像し

た後、金属薄膜を蒸着した。最後にレジストを剥離し、

リフトオフすることでデバイスを作製した。 

 
 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

作製したデバイスの SEM 観察画像を Fig.1 に示す。

長さが数十ナノメートルだけ異なる一対のバーが作製

できていることがわかる。設計値からの作製誤差はおよ

そ 3％であり、高い精度でパターニングを行うことがで

きた。 

 

Fig. 1 SEM image of fabricated metamaterial 

structure 
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